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 温かい甘酒がお
いしい季節になり
ました。売店『葵
屋』でも、好評販
売中！園内のベン
チでほっと一息、
いかがですか？ 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

小石川後楽園で祝うお正月！ 

 

第９２号 

 

 
『大名庭園でお正月』 

 

正月開園：１月２日(水)・３日(木) 

《昨年のお正月》 

 小石川後楽園は、1 月２日(水)・３日(木)の両日、『大

名庭園でお正月』と題し、下記の催し物とともに、みなさ

まをお迎えいたします。 

  

●里神楽 

日時：１月３日(木) １１時３０分・１３時３０分 

内容：松原にて、邦楽師・石森裕也氏による里神楽の公演

をご覧いただけます。各回約３０分、雨天中止、鑑賞費無

料(入園料別途)です。 

 

●懐かしい正月遊び 

日時：１月２日(水)、３日(木) １０時～１５時３０分 

内容：松原にて、独楽(こま)回し、羽根つき、お手玉など、

懐かしいお正月の遊びをお楽しみください。雨天中止、参

加費無料(入園料別途)です。 

 

●記念撮影コーナー 

日時：１月２日(水)、３日(木) １０時～１６時 

内容：シダレザクラ前広場に、お正月の撮影コーナーを設

置します(雨天中止)。新しい年の始まりに、素敵な記念写

真をどうぞ。カメラはお持ちください。 

 

 また、１月２日(水)、３日(木)の両日、売店『葵屋』にて

軽飲食の販売、庭園ボランティアガイド(参加費無料、入園

料別途) は１１時・１４時(雨天中止・各回約６０分)に出

発します。 

 新しい一年の始まりを、歴史のある大名庭園で、ご家族

やお友達と一緒に過ごしてみませんか？ 

 

 

 はらはらと、時には吹雪のように、木々の葉が舞い落

ちるころになりました。多くのみなさまにお楽しみいた

だいた紅葉も終わり、もう１２月も半ば、今年も残りわ

ずかですね。 

 園内では、雪吊りや、松の菰(こも)巻など、冬支度も

着々と進んでいます。東京の日本庭園、冬ならではの風

景も、ぜひ味わってみてください。 

 また、園内の多くの木々が葉を落とす寒い季節、葉っ

ぱがある時には見えなかった枝ぶりや、その向こうに広

がる風景も、改めてご覧いただくことができます。下か

ら見上げたり、横から覗いてみたり、冬の庭園でも、た

くさんの新しい発見があります。マフラーや手袋など、

暖かくしてお越しください。 

 
園内の縁起物を探してみよう 

 この季節、園内では縁起の良い名前の植物たちが、可

愛い実をご披露中です。 

 円月橋から八卦堂跡に向かう園路 

脇などでは“十両(ジュウリョウ)” 

とも呼ばれる“藪柑子(ヤブコウジ)” 

が、赤い実をつけています。 

          庭門付近で赤い実をつけた“唐橘 

         (カラタチバナ)”は、江戸時代、非 

         常に高価だったタチバナが、百両以 

         下では手に入らなかったことから、 

         別名“百両(ヒャクリョウ)”と呼ば 

         れます。 

 葉の上に赤い実をつけた“草珊 

瑚(クササンゴ)”は、別名“千両 

(センリョウ)”と。 

 また、黄色い実をつけたものは 

“キミノセンリョウ”の名がつい 

ています。 

 庭園入口から西行堂跡に向かう 

園路の右側や、九八屋周辺に植え 

られています。 

 そして、センリョウのそばで葉 

の下に、赤い実をたわわにつけた 

“万両(マンリョウ)”は、センリ 

ョウよりたくさんの実をつけるといわれ、“藪橘(ヤ 

ブタチバナ)”の別名を持ちます。 

 また、白い実をつけたものは“シロミノマンリョ 

ウ”と呼ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 さらに、当園内ではご覧いただけませんが、葉の

付け根から出ている鋭いトゲが、蟻さえも刺してし

まうといわれる“アリドオシ”には、“一両(イチリ

ョウ)の別名があります。センリョウやマンリョウと

一緒に飾り「千両、万両、有り通し」と、お金に困

らないよう願いを込めたともいわれます。 

 新しい年の始まり、「今年も良いことがたくさん

ありますように！」。お正月を彩るいろいろな実に、

昔の人々は、豊年満作や商売繁盛など一年の吉祥を

託したのかもしれないですね。 

(赤い実は、鳥たちも大好物です。時期によっては、

ご覧いただけない場合もございます。) 

●ジュウリョウ 

●ヒャクリョウ 

●センリョウ 

●キミノセンリョウ 

●マンリョウ ●シロミノマンリョウ 

涵徳亭についてのお知らせ 

 現在、建物内改装工事中の集会施設『涵徳亭(かんとく

てい)』は、2019 年 6 月 1 日より再開できる予定になり

ました。 

 本来、施設の仮予約は半年前からの受付ですが、改装工

事中に伴い、現時点で予約受付再開日は未定です。 

 決まり次第、ホームページなどで、ご案内をいたします。

みなさまには、大変ご迷惑おかけしておりますが、ご理解

とご協力をお願いいたします。 

  
 小石川後楽園は、12 月 29 日(土)～1 月 1 日(火)の

4 日間、休園させていただきます。 

 今年も、ありがとうございました。新しい一年も、

どうぞよろしくお願いいたします！ 

 


